
計 76.2 20.1

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

自然環境保全調査費 73.8 20.0 スタンプラリー事業の縮小、ＨＰの統合等の見直し

1.2 0.2

委員等旅費 0.5 0.0

職員旅費

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

諸謝金 0.7 0.0

―
( ― ) ( ― )

単位当たり
コスト

当事業は、上記の定量的な指標のみで評価す
ることは適当ではないことから、事業全体として
適正なコスト算出をすることは困難。

算出根拠 ―

( ― ) ( ― )

HPによる自然ふれあいイベントの情報提供 活動実績
（当初見込み）

件
3,361 3,756 4,087

（ 84 ） （ 100 ）

みどりフェスタ参加者 活動実績
（当初見込み）

万人
1.5 1.5 1.5 ―

22年度 23年度活動見込

スタンプラリー実施施設 活動実績
（当初見込み）

箇所
（累計）

― ― 84 ―

― ― ―

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 20年度 21年度

6.7%

自然公園等利用者数の推移（参考指標）
※自然とのふれあい推進については、定量的指標に馴染
まない適正利用等も含めて総合的に評価することが必要で
あるため、定量的な指標の設定が困難。

成果実績 千人 894,798
(20年（暦年）)

897,846
（21年（暦年））

― ―

達成度

22年度
目標値
（年度）

スタンプラリー参加者数

成果実績 万人
（累計）

― ― 6.7
100

（24年度）

達成度
成果目標及び

成果実績
（アウトカム）

成果指標 単位 20年度 21年度

％ ― ―

％

執行率（％） 96.5% 132.8% 99.5%

10.5 8.5 63.4 76.2 20.1

執行額 10.2 11.3 63.1

繰越し等 0.0 0.0 0.0 0.0

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 10.5 8.5 63.4 76.2 20.1

補正予算 0.0

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

0.0 0.0 0.0

計

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

自然とのふれあいの機会・情報の提供等により、自然環境保全に関する理解の深化、各種取組への意欲の増進、適正利用の促
進等を図る。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・国立公園ビジターセンター等をめぐりながら、自然ふれあい体験や生物多様性を理解するためのスタンプラリーを実施する。
・「みどりの日」についての国民の関心と理解を一層促進するため、みどりフェスタを及び自然環境功労者大臣表彰を実施する。
・全国の自然ふれあい施設等における自然体験イベント情報を収集し、ＨＰ（自然大好きクラブ）等により発信する。

実施方法 ■直接実施　　　　　　　■業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

会計区分 一般会計 施策名 5-5　自然とのふれあいの推進

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

環境基本法§14③
自然公園法第３条

関係する計
画、通知等

環境基本計画
生物多様性国家戦略2010

作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 平成10年度 担当課室 総務課自然ふれあい推進室 室長　堀上　勝

事業番号 １６０
　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシー　　　　　　(環境省)

事業名 自然生きものふれあい推進等事業費 担当部局庁 自然環境局



上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

【事業仕分け（第１弾）の対象：本事業のうち、生物多様性国民運動関連事業（スタンプラリー）部分】
○事業番号・事業名
　事業番号１-60 生物多様性の保全等の推進に必要な経費(その他）
　(3) 生物多様性国民運動関連事業費
○WGの評価結果
　予算要求の縮減（半額程度を縮減）
○とりまとめコメント
　本事業については、全国展開していく見通しの乏しさがあるとともに、波及効果について非常に疑問を持たざるを得ないと思われる。何か行うこと
の重要性は分かるが、１億円をかけて行うことによる全国的な効果については、言い方は悪いが焼け石に水という印象であるし、また議論の中で
指摘があったが、多くはそもそも興味がある人しか参加しないという意味で効果が乏しいのではないかとも思われる。
　よって、当ワーキング・グループとしては、予算要求の縮減（半額程度を縮減）を結論とする。

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

スタンプラリー事業の精査、ＨＰの統合等により、予算規模を縮減すべき。

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

スタンプラリーに係る成果目標の達成度を高めるため、特に企業との連携強化を図りつつ戦略的な広報等に取り組むなど、事業の見直しに
よる効率化等を図る。
なお、22年度の行政事業レビューにおける予算監視・効率化チームの指摘を踏まえ、23年度に事業の統合を行ったところ。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

スタンプラリーに係る成果目標の達成度が低い。

△ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

―

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

―○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

スタンプラリー事業の縮小、ＨＰの統合等の見直しにより経費を節減し概算要求額を減額。
縮
減



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

環境省

63.1百万円

H.公益法人（2者）

6.0百万円

【企画競争】

HP（自然大好きクラブ）

の運営

I.（公社）日本環境教

育フォーラム

4.2百万円

【総合評価】

みどりフェスタ、自然環

境功労者大臣表彰の

実施

A.民間事業者等（4者）

44.8百万円

【企画競争等】

職員旅費

1.1百万

【その他】

現地打合せ等

北海道

地方環境事務所

0.9百万円

B.NPO法人ねおす

0.9百万円

【少額随契】

東北

地方環境事務所

1.0百万円

C.NPO法人

岩木山自然学校

1.0百万円

【少額随契】

関東

地方環境事務所

0.8百万円

D.民間事業者等（2者）

0.8百万円

【少額随契】

地方環境事務所

7.1百万円
（ 以下内訳 ）

全国自然いきものめぐ

りスタンプラリーの実

施、関連業務（子ども

パークレンジャー等）

中部

地方環境事務所

1.2百万円

E.民間事業者等（3者）

1.2百万円

【少額随契】

近畿

地方環境事務所

1.0百万円

F.公益法人（2者）

1.0百万円

【少額随契】

九州

地方環境事務所

2.0百万円

G.民間事業者等（5者）

2.0百万円

【少額随契】

北海道

地方環境事務所

消耗品、借料

0.2百万円

【その他】

東北

地方環境事務所

関東

地方環境事務所

近畿

地方環境事務所

雑 役 務

そ の 他



計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 4.2 計 0

雑役務費 HP（自然大好きクラブ）の運営 4.2

I.（公社）日本環境教育フォーラム

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 5.0 計 0

雑役務費 みどりフェスタ等の実施 5.0

H.公益法人（2者）：（公社）日本環境教育フォーラム

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 42.5 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費 全国自然いきものめぐりスタンプラ
リーの実施

42.5

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.民間事業者等（4者）：（株）電通

費　目 使　途 金　額
(百万円）



支出先上位１０者リスト

A.民間事業者等（4者）

B.NPO法人　ねおす

C.NPO法人岩木山自然学校

D.民間事業者等（2者）

E.民間事業者等（3者）

F.公益法人（2者）

G.民間事業者等（5者）

H.公益法人（2者）

I.（公社）日本環境教育フォーラム

1
（公社）日本環境教育
フォーラム

HP（自然大好きクラブ）の運営 4.2 2 91.4%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2
（公社）日本環境教育
フォーラム

みどりフェスタ等の準備業務 1.0 企画競争 ―

1
（公社）日本環境教育
フォーラム

みどりフェスタ等の実施業務 5.0 企画競争 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5
NPO法人久住高原みちく
さ案内人倶楽部

子どもパークレンジャー業務：阿蘇くじゅう国立公園（くじゅう） 0.2
随意契約
（少額）

―

4
（財）屋久島環境文化財
団

子どもパークレンジャー業務：霧島屋久国立公園（屋久島） 0.2
随意契約
（少額）

―

3
ＮＰＯ法人くすの木自然
館

子どもパークレンジャー業務：霧島屋久国立公園（霧島） 0.2
随意契約
（少額）

―

2
NPO法人自然を愛する会
ジュニア・アウトドア・クラブ

子どもパークレンジャー業務：阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇） 0.4
随意契約
（少額）

―

1 エコツアーふくみみ 子どもパークレンジャー業務：西表石垣国立公園 1.0
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 (財)兵庫県青少年本部 子どもパークレンジャー業務：瀬戸内海国立公園 0.5
随意契約
（少額）

―

1
（財）吉野川紀ノ川源流
物語

子どもパークレンジャー業務：吉野熊野国立公園 0.5
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3
（学）新潟総合学院国際自
然環境アウトドア専門学校

子どもパークレンジャー業務：上信越高原国立公園 0.3
随意契約
（少額）

―

2
環白山保護利用管理協
会

子どもパークレンジャー業務：白山国立公園 0.4
随意契約
（少額）

―

1 （有）オズ 子どもパークレンジャー業務：伊勢志摩国立公園 0.5
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 大瀬海浜商業組合 子どもパークレンジャー業務：富士箱根伊豆国立公園 0.3
随意契約
（少額）

―

1
（株）自然教育研究セン
ター

子どもパークレンジャー業務：秩父多摩甲斐国立公園 0.5
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
NPO法人岩木山自然学
校

子どもパークレンジャー業務：白神山地 1.0
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 NPO法人ねおす 子どもパークレンジャー業務：釧路湿原国立公園等 0.9
随意契約
（少額）

―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4 （株）桜創美 生物多様性絵画展等の実施（スタンプラリー広報） 0.4
随意契約
（少額）

―

3
（公社）日本環境教育
フォーラム

新宿御苑みどりフェスタ１日スタンプラリーの実施 0.9
随意契約
（少額）

―

2
（株）アーバン・コミュニ
ケーションズ

スタンプデザインの作成 1.0
随意契約
（少額）

―

1 （株）電通 全国自然いきものめぐりスタンプラリーの実施 42.5 企画競争 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


